
別紙１－１

2 6 10 14 18 22 26 30 34 38 42 46 50

：ひびがなく引き続き使用する制御棒（４本）

：熱中性子照射量４．０×１０２１ｎ／ｃｍ２を超え
　ボロンカーバイト型に取替えた制御棒（３本）

：熱中性子照射量４．０×１０２１ｎ／ｃｍ２を超え
 ハフニウム板型に取替えた制御棒（１本）

：ハンドル部およびその近傍にひびが確認
 されたものの再使用する制御棒（５本）

女川原子力発電所２号機　ハフニウム板型制御棒点検状況について
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：ハフニウム板型制御棒配置位置

   枠内数字：熱中性子照射量(×1021n/cm2）
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 　　　　　　    （１）　女川２号機　ハフニウム板型制御棒の配置状況
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（２）女川原子力発電所２号機　ハフニウム板型制御棒点検状況について
別紙１－２

ひびの長さ：約１.５ｃｍ ひびの長さ：約１.５ｃｍ
 同一翼の表裏であり，それぞれのひびの形状が似ていることから，ひびはハンド
ルとシースの溶接部近傍を貫通している可能性がある。

制御棒の炉内配置図
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別紙１－３

ひびの長さ：右 約１.５ｃｍ 　ひびの長さ：約２.０ｃｍ
　　　　　：左 約１.５ｃｍ
 Ｅ面右側とＦ面のひびは、同一翼の表裏であり、それぞれのひびの形状が似てい
ることから、ハンドルとシースの溶接部近傍を貫通している可能性がある。

制御棒の炉内配置図
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別紙１－４

ひびの長さ：約２.５ｃｍ 　ひびの長さ：約１.５ｃｍ
 同一翼の表裏であり，それぞれのひびの形状が似ていることから，ひびはハンド
ルとシースの溶接部近傍を貫通している可能性がある。

制御棒の炉内配置図

制御棒位置 １８－３５
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別紙１－５

ひびの長さ：約２.０ｃｍ 　ひびの長さ：約２.０ｃｍ
 同一翼の表裏であり，それぞれのひびの形状が似ていることから，ひびはハンド
ルとシースの溶接部近傍を貫通している可能性がある。

制御棒の炉内配置図

制御棒位置　 ２６－１１
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別紙１－６

ひびの長さ：約２.０ｃｍ 　ひびの長さ：約１.５ｃｍ
 同一翼の表裏であり，それぞれのひびの形状が似ていることから，ひびはハンド
ルとシースの溶接部近傍を貫通している可能性がある。

制御棒の炉内配置図

制御棒位置　３４－１９
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